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洪水で困りはてる村々を視察する福岡藩

初代蕩主 照田畏政 元和 ６ 年( 16 2 0 )

遠貿川のたぴ皿なる

洪水で水害にな り、

食ぺ物がなく 苦しむ

人々。

J ４゛ずヘ

堀川開さ く で治水を図ろう とする栗山大

膳と運河をつく る農民。元和７年( 16 2 1)

2 年 ８ ヵ月後、藩主長政が急死の為工事

は 12 8 年問中止となる。
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代官に遠賀川の治水やかんがいを

お願いする村人たち。

享保年間 （17 16 ～17 3 6 ） の大ききんの
後で藩政たて直しをせまられた ６ 代－
主 黒田綱高。

再開さ れた堀川開さ く 工事を指拝する郡

総司櫛橋又之進。 。

†

18 3 年後､ 12 k m の遠貿堀川が完成 した。

堀川筋条目にのきまりを守つて、堀川の水を皆で大切に便つた）
●堀川の 1: ｆ をかっ てに切って、自分の川に水を引いてはいけない。

●堀川の水は、食事の川意や飲み水に使う 人がた く さんいるので、

|: 于に牛や馬をつないではいけない。

●堀川の水は、どの村も こ まらないよ う に分け介っ て使う こ と。

●堀川を通る船は、1 そ う につ き 50 文(今のお金で約 1.000 円)

はら う こ と。

●水門には、水冊人をお き、水のち ょ うせつをするこ と。


